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－1－

１▢　次の　　 　　にあてはまる数を求めて下さい。
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－3－

２▢　次の　　 　　にあてはまる数を求めて下さい。

　（１）　６％ の食塩水５００ｇ に熱を加えて水を蒸発させたところ食塩水の濃度が

１０％ になりました。このとき，残った食塩水は　　 　　ｇ です。

　（２）　ある規則にしたがって分数がならんでいます。
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　　　　１番目，２番目，３番目 ・・・

　　　　このとき，２００７番目の分数は　　　　　
    

　です。

　（３）　円柱があります。この円柱の高さを１０％ 短くし，底面の円周の長さを１０％

長くすると，体積はもとの円柱より　　 　　％ 増えます。



－4－

　（４）　図のアは　　 　　°，イは　　 　　°です。
　　　　ただし，同じ印の角は等しい大きさです。

　（５）　１辺が６ｃｍ の正方形の紙５枚を１ｃｍ ずつずらして，図のように重ねてい

きます。

　　　　このとき，紙が２枚だけ重なっている部分の面積の和は　　 　　ｃｍ２です。
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－5－

３　▢ 図１のような底面がおうぎ形をした立体がたくさんあります。
　　これを図２のように１段，２段，３段・・・と互いにすきまなくつけて，床の上

に積み重ねて，積めなくなるところまで階段をつくっていきます。

　　このとき（１）～（４）のものをそれぞれ求めて下さい。

　（１）　この階段の最上段までの段数

　（２）　この階段状の立体の床の面から最上段までの高さ

　（３）　この階段状の立体に使われている図１の立体の総数

　（４）　この階段状の立体の表面積

　　　　ただし，円周率は３．１４とします。
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－6－

４　▢ 図で，ＡＯ＝１２ｃｍ ，ＢＯ＝１５ｃｍ ，ＣＯ＝６ｃｍ とします。
　　３点Ｐ，Ｑ，Ｒがそれぞれ点Ａ，Ｂ，Ｃから同時に動きはじめます。

　　点Ｐは点Ａと点Ｏの間を毎秒３ｃｍ の速さで，

　　点Ｑは点Ｂと点Ｏの間を毎秒３ｃｍ の速さで，

　　点Ｒは点Ｃと点Ｏの間を毎秒２ｃｍ の速さで，それぞれ動くとき，（１）～（４）

のものをそれぞれ求めて下さい。解答用紙には，図や式や考え方も書いて下さい。

　（１）　３点が動きはじめてから，６秒後の三角形ＰＱＲの面積

　（２）　三角形ＰＱＲの面積が３回目に０ｃｍ２になるときは，３点が動きはじめて

から何秒後ですか。ただし，面積が０ｃｍ２になるとは，底辺の長さや高さ

が０ｃｍ になるときや，３点Ｐ，Ｑ，Ｒが１点で重なるときとします。

　（３）　三角形ＰＱＲの面積が最も大きくなるときの面積

　（４）　 はじめて三角形ＰＱＲの面積が（３）になるときは，３点が動きはじめてか

ら何秒後ですか。
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